











































しかし，本居春庭のf調八街j:ot刊刻された文化五年¥ 即ち 1808年は.Friedrich Schlegel 






3) その後の文法研究に影響を与えた f八晶淘Jという考え方は，すでにDionyusiosThraxの “'tEXVTI
1pαμμα't¥百台"に現れている.との考え方は，ローマでの文法研究へと引き継がれ.現在のsch∞l
grammarの適正礎になった。






















































は難しい。例えば rFer必n佃 dde Sa国 su陀は社会学者EmileDurkheimの彫響を受けてp
るjとよく言われるが，同時代人や先人の影響を受けるのはある意味で当然でもあるので.rA 
はBの影響を受けているjという雷述そのものは積極的な意味を持たない。Koerner(1987)
























分かちがたい関係になっており，それは， Saussure(1916: 157)で “Lalangue est en∞re 




意的性質(lecaractere arbitraire du signe linguistique)を古代ギリシアでの9EcnSか中心σlS





関係を論じているのである。すなわち， lfvoμα 「名前Jと叩a:yμα 「ものjとの関係を，主と




















2. 2. Wilhelm von Humboldt 











なく ，Saussure的なシニフィ アンと シニフィ エに相当するものであるが， Saussureのそれ
と決定的に異なる点がある。両者の関係である。
Uber die Kawi-Spracheの第 1巻は通例Einleitungと呼ばれ，サンスクリット語をはじめ
とする，いくつかの実例は含むものの.全体として一般言語学的な考察となっている。そこで
Humboldtは第20章叫をLautsystemder Sprachen --Lautform der Sprachen-ー と題
して，その冒頭で， Die Lautform ist der Ausdruck， welchen die Sprache dem Gedanken 
erschaft.. Sie kann aber auch ein Geh邑usebetrachtet werden， in welches sie sich 
gleichsam hineinbaut. と述べているのである。即ち ，Humboldtにとって「音形JLautform 


















































な差奥・を含まないと思われる。よって， 適宜その後の研究を利用するほかは.Saussure (1916) 















れているだろう o Saussureの時代はまだ音素 (phoneme)の概念は一般的でなく，言語学の常識的知
見となるのは第二次世界大戦後の構造言語学の時代である.なお.Saussure{1916: 99)ではimage










































また， Lacanはシニフィアンはいかなる思惟 (cogitation) を欠いても存在可能だとし，そ





















La primau尚 dusignifiant sur le signifie y apparait deja impossible a eluder de tout discours 
sur le langue， non sans qu'elle deconcerte trop la pensee pour avoir pu， meme de nos jours， etre 
affrontee par les linguistes. 
Seule la psychanalyse est en mesure d'impose a la pens白 cetteprimau括 endemontrant que le 
signifiant se passe de toute cogitation， fut-ce des moins r組 exives，pour exercer des regroupmen胞
non douteux dans les significations qui asservissent le sujet， bien plus: pour se manifester en lui 
par cette intrusion alienante dont la notion de symptome en analyse prend un sens emergent: le 























単純化して言えば， Wilhelm von Humboldtまではロゴス中心主義的な見方が主流で，そ
こでは精神や理性を象徴するシニフィエのレベルが物理的なシニフィアンに対して優位なもの
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